
地理的事象の因果関係を、位置や空間的な広がり
に着目して、公正に判断し説明できる生徒

地理的事象を公正に判断し説明できる力の育成
―ICTを活用した主題図の考察や発表し合う学習活動を通して―
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【成果】
○主題図について、提示の仕方を工夫し考察時のポイン
トを明示したことで、生徒の記述が具体化された。

○グループ内で発表活動をすることで表現力が向上し、
地理的事象を公正に判断できる力が付いた。

【課題】
●考察する際に必要となる、基礎的な知識の習得
を図る学習活動も必要不可欠である。

●見出しを付ける活動は、教師が例を示しながら
繰り返し実践していく必要がある。

＜手立て１＞ ICT活用による主題図の提示

＜手立て２＞ 主題図を考察するためのポイントの明示

＜手立て３＞ 考察内容を発表し合う場の設定

明示したポイント
①位置（方位・内陸、沿岸等）
②数値（降水量等）・地名
（山脈名・河川名等）

生徒の記述の変化

前

後

透過機能を使用
した、複数の主
題図スライドの
重ね合わせ 重ね合わせたことで

考察もしやすくなり
ました。

地理的事象の因果関係を考察したり、
文章で表現したりすることが苦手

生徒の実態

考察内容や見出しについての友達の発
表は 赤ペン（枠部分） で記入しまし
た。友達の表現方法に触れて、表現力
は向上し、地理的な見方・考え方も広
がりました。

目指す生徒像

ポイントを意識した
ことで、より具体的
な内容が記述できる
ようになりました。

農業地域区分図

気温・降水量図

グループ内の発表活動

主題図の見出しを創作

生徒が創作した
見出し例

スクリーンを見な
がら先生の説明を
聞けてわかりやす
かった。


